
先輩からのメッセージ Ⅳ

　今まで様々な方がこのパンフレットで数理職員としての経
験や携わってきた仕事の内容等について紹介してきたと思
います。そのあたりの話は他の方にお任せすることとし、私
は仕事と家庭の両立について、体験した内容を紹介してい
きます。厚生労働省は忙しくて育児参加ができないのでは
ないかと思われている方に少しでも数理職員を志望しても
らえられるよう記します。

～出産時の休暇や育児休業～
　女性で産前休暇や産後休暇、育児休業を取られる方は多
くいるかと思いますが、男性で配偶者の出産時や子供の育
児に関しての休暇をとる方は、最近増えてきましたがまだ少
数であるのが現状です。厚生労働省では、社会全体の男性
の育児休業の取得を推進していますし、厚生労働省の職員
にも育児休業の取得を推進しています。
　さて、現在、私には二人の子供がいますが実際に取得し
た休暇について紹介します。妻は産前休暇、産後休暇を取得
し、その後育児休業を約１年間とりました。私は「配偶者出
産休暇」を２日間、「育児参加のための休暇」を３日間、「育
児休業」を５日間の計１０日間取得しました。私が取得した
各休暇について簡単に説明したのが下記です。

　上司も育児休業を取得経験があり休みやすい職場環境
となっていました。休暇をとると職場の同僚の負担が増え
ることになりますが、嫌な顔をする方はおらず快く送り出し
てくれましたし、育児休業の期間をもっと長くとってもよい
よと言ってくださる方もいました。

～日々の仕事と家庭の両立について～
　次に、日々の仕事と家庭の両立について紹介します。妻も
フルタイムの仕事をしていますので二人の子供は保育園に預
けています。そのため毎日の保育園への送り迎え、その後の
お風呂、食事、習い事の宿題などを分担して行う必要があ
り、日々妻と調整してこなしています。私の主な業務は毎月
「有効求人倍率」を公表することであるため、公表日の月末

育児参加や職場環境について

は忙しくなるので妻に育児をお願いしています。一方、月の
初めから中旬は比較的自由に業務を行うことができ、残業
する日も調整できますしテレワークも可能なため育児は私が
中心に行っています。テレワークの日は通勤時間がかからな
いため子供を習い事に連れて行く時間の余裕もでき、毎週
習い事に通わせています。
　他にも子供の急な発熱などにより仕事を休んで看病する
こともよく発生します。その場合は、未就学児を看護するた
めの休暇（年5日）も使えますし、今はオンラインでの打ち合
わせも頻繁に行われていますので、家にいながら重要な打
ち合わせの参加もでき、急な休暇も取りやすい環境が作ら
れています。
　なお、数理職は約２年ごとに異動があり、部署が変われ
ばどう育児を分担するか調整することになります。今までど
の部署においても育児に参加することが出来ていますが、そ
れは毎年、人事担当者に育児に関して配慮して欲しい内容
を伝える「育児シート」を提出しており、異動に関して多少は
配慮されているのだと思います。

～おわりに～
　厚生労働省の数理職員は、仕事と家庭の両立できる職種
だと思います。その点で悩んでいる方は是非、官庁訪問に来
て頂いて、面接官にいろいろ聞いてみるとよいと思います。

デジタルのスキルを活かせる配属先
　厚生労働省の数理職員として、これまで生命表作成や統
計調査の誤差計算などの統計処理・分析、年金や医療保
険など厚生労働省の業務統計及び統計システム改修に携わ
り、業務を通して統計理論やデータベースに関する知識を
学びながら活用する機会が多くありました。
　現在出向している社会保険診療報酬支払基金（以下、支
払基金）ではＡＩの実務への応用について調査研究からス
タートし令和３年９月に実運用を始めたところです。政府全
体としてＡＩの社会実装に向けた取組を加速させる動きも
ある中で、行政においてもデジタルのスキルの更なる活用が
期待されます。
　学生時代に専攻していた数学とは異なりますが、数式に
基づく統計やＡＩの理論が実務に活用されている現場に触
れることができ、やりがいを実感できる職場だと感じていま
す。そうした経験をこれまでに自身が携わった業務からいく
つかご紹介します。

ＡＩエンジン
　支払基金では一カ月当たり9,000万件を越えるレセプトが
医療機関等から請求され、その請求内容について審査委員
が医学的見地から確認して審査の決定を行っています。
　ICTの最大限の活用による審査事務の効率化・高度化を
推進しており、前処理としてレセプト振分機能により人によ
る審査を必要とするレセプトと必要としないレセプトへ振
分け、今後、レセプト全体の９割程度をコンピュータチェッ
クで完結することを目指しているところです。令和３年９月
からＡＩによるレセプト振分機能が実装され、その設計等
に数理職員が携わりました。
　自身の経験としては、出向した時には既に調査研究等を
踏まえて２つのＡＩエンジンが採用されていて、その内容に
ついて課内での勉強会等で把握するところから始まりまし
た。支払基金におけるレセプト振分機能では類似レセプト
のグループを高速に作成することができるminhashと決定
木によるモデルであるxgboostを採用しており、実運用に向
けて技術や振分結果の説明が求められる状況でした。
　また、ＡＩエンジンの特徴および学習結果を踏まえつつ
実運用に際し必要なパラメータを検討・設定して、無事にレ
セプト振分機能の本番稼働を迎えることができました。 

統計モデル
出向する以前も統計理論に触れる機会は多く、最初に配

デジタルのスキルを活かせる配属先

属された統計の部署等では市区町村別の平均寿命を推計
する際に特有の不安定性を緩和するためにベイズ推定の手
法を適用したり、経済時系列データによる短期的な経済動
向の分析において季節変動を除去するための季節調整方
法であるX-12-ARIMAモデルをＯＪＴで学んだりする機会
がありました。
　基礎的な統計値ではなくモデルを用いてデータ処理した
結果について作成方法を説明することの難しさにも直面し
ますが、結果として公表される指標が広く活用されているこ
とを実感できる点でスキルを活かしたやりがいのある業務
だと感じます。

ぜひ説明会へご参加ください
　技術的な用語も交えてご紹介しましたが、こうしたスキル
が行政の効率化・高度化や政策に欠かせない指標作成に活
用されていて、数理・デジタル職員が知識を活かせる場があ
ります。
　一方で、実際の業務においては厚生労働省の制度・政策
が反映されたデータを分析することも多く、レセプト振分
機能のようにデジタルのスキルと実務的な医療保険制度等
の知識を組み合わせることも求められます。また、厚生労
働行政の課題も多岐に渡りますので、このパンフレットを通
して皆さんのスキルを活かす機会として行政に少しでも興
味を持っていただけたら、ぜひ数理・デジタル系職員のオ
ンラインによる業務説明会や個別相談会等に参加してみて
下さい。

「配偶者出産休暇」・・
配偶者の出産に伴う入院の付添い等を行うための
休暇、２日の範囲内で取得可能
「育児参加のための休暇」・・
妻の産前産後期間中に、未就学児を養育するための
休暇、５日の範囲内で取得可能
「育児休業」・・３歳未満の子を養育するための休業
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ＡＩ振分に用いるxgboost のイメージ図
https://xgboost.readthedocs.io/
en/latest/tutorials/model.htmlより引用
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